
産地パワーアップ事業の取組事例 （山口県）

取組の概要

取組の概要 ：集出荷貯蔵施設の整備による作業能力
向上と、それに応じた生産拡大

計画作成主体：山口宇部地域農業推進協議会
対象品目 ：ねぎ（産地面積：4.72ha）
主な取組主体：有限会社 グリーンハウス
成果目標 ：販売額の10％以上の増加(総販売額)
助成金の活用：整備事業（集出荷貯蔵施設）
状況

ポイント

産地の現状と目標

〈現状:H27年度〉

〈目標:H31年度〉

作付面積：4.72ha（出荷数量:210.5t）
販 売 額：247,425千円

作付面積：3.96ha（出荷数量:157.1t）
販 売 額：171,426千円

事業効果

247,425千円

171,426千円

Ｈ27年度 Ｈ31年度

○ねぎ集出荷施設の整備により作業能力が
向上することで山口宇部農業協同組合の
ブランドねぎ「おのだネギ三昧」の販売
量を拡大し、安定出荷ができるようにな
る。

○これにより全国で戦える商品の生産が可
能となり、産地強化を実現。

推進体制

地域の関係者（山口県美祢農林水産事
務所、山口宇部農業協同組合、全国農業
協同組合連合会山口県本部、山陽小野田
市等）が一体となり、事業を推進。

ハウス増棟による面積拡大と、
ねぎ集出荷貯蔵施設の整備により
選別・出荷等の作業能力を向上す
ることで生産拡大と品質向上を図
り、販売額10％以上増加の実現を
目指す。

地域における独自の取組

○パイプハウスの増棟による面積拡大
○農業生産工程管理の徹底による品質安定
化

○土づくり等生産技術の改善による安定生
産

○山口オリジナル品種等有望品種の導入促
進による付加価値向上

○新規就業者等受入体制整備事業を活用し
たパイプハウスの増棟による生産拡大

〈県単独事業〉

〈主な取組〉

＋44％

地区の概要

～ねぎの販売額～

山口県
山陽小野田市
西高泊地区


